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開会式 （Ｎスポ会 実行委員長 小田 史郎）
実践発表①「ブルームボール」（資料１）
雄武町教育委員会 佐藤 公輔／川村 貴紀
実践発表②「ゴルディック」（表３）
健康スポーツ研究分野 研究員 白川 和希／加藤 満
実践発表③「ゴルポッカ」（表３）


























トータルサポート研究分野 研究員 小田 史郎
健康スポーツ研究分野 研究員 白川 和希























































































































































部宮の森まちづくりセンター 所長 加藤 修）
われわれは４年間毎年２回実施している（天候の悪化
で直前に中止になった年もあった）。最初の年は参加者
が１０名程度と少なかったが，翌年早い時期から町内会に
回覧で広報したところ，徐々に増えた。プレー後の感想
では冬の戸外で「こんなに楽しく遊べるとは思わなかっ
た」などと述べていた。これまでの参加者は女性が大半
を占めていたが，平成２３年シーズンでは事前に「宮の森
ゴルポッカ大会」を回覧で案内すると，５０歳代から８０歳
代まで幅広い年齢の参加者がさらに増え，特に男性が大
勢加わった。宮の森地区住民がニュースポーツを簡単に
受け入れたのは自由に活動できる自然環境が整っており，
ごく当たり前に運動する習慣が身についているように思
える。参加者は冬の寒さでも体力および健康の維持・増
進のためにゴルポッカを心から楽しんでいた。
３．第一回Ｎスポ会の記念講演
「ニュースポーツの役割」（北方圏体育スポーツ研究
会会長 北星学園大学教授 武田秀勝）
生涯を通じておこなうスポーツ活動は心身にきわめて
重要であり，新たなスポーツの誕生がより多くの住民た
ちの活動幅を広げ，特に脳神経系の働きにはよい影響を
及ぼす。
Ⅳ．道東地域の３市町教育委員会によるニュースポー
ツの課題
１．滝上町教育委員会
今後自由度の多いニュースポーツを推進するには一方
で高齢者向けの生涯を通じて楽しみながら健康の維持・
増進を目標に，他方では若い年齢層向けに競技性を高め
ていくことも考え両面から検討して行きたい。
２．雄武町教育委員会
発信地（研究会開催地）から離れているわれわれはこ
のＮスポ会でいろいろな地域の指導者たちと交流し，さ
まざまな情報を交換できて非常に有意義な時間を過ごし
た。今回発表したブルームボールは我が地域の小学校の
体育実技授業に取り入れられている。われわれは他の地
域と連携しながらニュースポーツをシーズン通して実施
できるように取り組んでいる。
３．興部町教育委員会
われわれの地域の小学校では２年前から戸外の雪遊び
に“ゴルポッカ”を採用し，児童生徒にたいへん好評で
ある。このスポーツは用具類購入の経済的な問題がほと
んど無く，プレー中のルールも難しくないので，広い年
齢層の住民にも親しみやすい。今後，教育委員会側の役
割は一般住民の多くが参加できる，厳しい冬を健康的に
暮せる組織づくりである。われわれは今回のようにニュー
スポーツ関係の情報を身近で触れる機会が少ないので，
Ｎスポ会に対する期待が大きく，より一層の発展を願っ
ている。
Ⅴ．Ｎスポ会に関した参加者からの要望や感想
つぎの内容は，参加者全員に質問紙調査を実施し，そ
れをまとめたものである。
１．Ｎスポ会は研究会の趣旨に沿った進め方をしており，
第一回記念講演の内容も興味深かった。また北翔大学
学生の積極的なサポートが目立った。
２．今回の参加で得たことを管外の教育機関にも伝えた
い。
３．いろいろなニュースポーツを経験することができて
大変有意義な時間を過ごした。まだまだ多くのニュー
スポーツがあると思うので，できるだけまめに情報を
探し，それを競技大会の立ち上げに結び付けたい。要
望はこれからも情報交換会の場を定期的に開催し，多
方面とのネットワークづくりができるように取り組ん
でほしい。
４．ブルームボールは楽しかったが，骨折などの怪我の
危険性がやや高いと感じた。道具の修正が必要と思う。
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５．ゴルディック，ゴルポッカ，ゴルクールなどは楽し
かった。
６．ストロングファイターについて，プレー中ボールが
心臓に当たった場合危険な状況になる心配がある。感
想としてはボールがからだに当たったことを申告する
厳しいルールの方がよい。
７．ニュースポーツの発展性や広がりを再認識すること
ができた。道内の市町村では生涯スポーツを考えるな
かでニュースポーツは重要な役割を持っている。運動
をしない子やその親には運動の場に引っ張り出して
「スポーツは楽しかった」と思わせて興味を持たせる
こと，それを習慣づけることが必要だ。そのための
ニュースポーツは有用なツールだと思う。
８．Ｎスポ会には様々な活動をしている方々が参加して
いるが，ニュースポーツを通じて交流できたことはネッ
トワークをつくる上で良い機会だったと思う。今後は
たくさんの住民も参加できるように発展を願っている。
反面，今回のような小規模の会の雰囲気が良く，参加
者同士と積極的にコミュニケーションが取れたので楽
しかった。また参加したい。
９．今回ブルームボールの説明では短い時間だったので，
次回は規定の人数で本格的なゲーム形式で実施したい。
そうすると初めてスポーツに触れる人でも理解できる。
Ⅵ．まとめと今後の課題
今回のＮスポ会にはオホーツク教育局，札幌市役所，
北方圏体育スポーツ研究会の参加者総勢２８名が北翔大学
北方圏生涯スポーツ研究センターに集合した。発表形式
では実技も交えた発表内容なので，発表者側と聞く側と
の間で意見の交換がよくできたし，時間の流れや配分も
スムーズであった。通常の研究会形式ではポスターか，
口頭で発表するが，今回はニュースポーツの実技が中心
なので，限られた時間帯内で触れ，試し，確認すること
がねらいであった。しかし，Ｎスポ会の趣旨を考えると，
今後の開催ではできるだけたくさんの情報や参加者のな
かで意見の交換をすることが，もし，時間的な問題が解
決できれば，ネットワークづくりに有効と考え，そのう
えで北方の多くの人々がニュースポーツで身体運動を活
発にできるように押し進めたい。
脚 注
注１）北翔大学・北方圏生涯スポーツ研究センターは文
部科学省の私立大学学術研究高度化事業，「学術フロ
ンティア推進事業」の選定を受け，平成１６年４月より
５ヶ年計画プロジェクト「北方圏における生涯スポー
ツ社会の構築に関する総合的研究」が進められた。そ
の一研究分野である。
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